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新年度がスタートし、１ヶ月が過ぎました。新しい環境にも慣れた頃ではないでしょうか。 

「あずかるこちゃん」に予約システムが変わり、新たに登録してくださる方も増えています。また、今年流行したインフルエンザも落ち着き、

咳や鼻水の症状が続くお子さまの利用が増えています。環境が変わる新年度、季節の移り変わりなど様々な変化に体調も崩しやすい時期でもあ

ります。体調が悪く、園や学校には通えないときは、『ぺんぎんはうす』でお子さまがゆっくりと安心して過ごせるよう環境を整え、楽しい遊び

を準備し、お待ちしています。 

ご利用についての詳細は、お気軽に保育室スタッフにお尋ねください。 
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たのしかったね！ 

みんな生まれてきてよかった 

ぺんぎんはうすでは給食の提供がありません。皆様には

昼食や 

おやつ、飲み物をご準備いただいています。 

お忙しい中ご準備いただき、ありがとうございます。 

昼食、おやつの時間、こんな声が聞こえてきました。 

「ママ（パパ）が作ってくれた」「昨日、一緒に買いに

行ったの」「これ好き」その言葉と共に笑顔があります。

用意してくださるものには、ご家族の愛情が詰まってい

るんだと感じることができます。お子さまに伝わってい

るのではないでしょうか。 

そしてその愛情を受け、生まれてきてよかったと 

お子さまたちが思える世の中でありますように！ 

はじめは戸惑うお子さまもいる絵の具遊びですが、 

遊んでいるうちに楽しくなり、絵の具の感触、混色など

に夢中になっていました。 

遊びの中でたくさんのお話をしてく

れるお子さんですが、静かに真剣な 

まなざしで積み上げた積み木 

積みあがった時の“やったぞ！” 

という表情が印象的でした。 

カレンダー制作の一部です。 

同じ題材でカレンダーを作っても選ぶ色、貼り方、 

一人ひとりの個性が出た素敵な作品になりました。 

5類になったらどんなことが変わるの？ 

季節性インフルエンザと同じ扱いになります。 

コロナ感染症にかかった場合の療養期間や濃厚接触者の位置づけ

がなくなったり、医療費の負担が発生したりします。 

コロナ？かぜ？？どっち？？？ 

コロナ感染症は一般のかぜと見分けは難しいです。従って、お子

さんの熱の経過や全身症状、家族や園などの感染状況が情報の 

ひとつになります。また、必要であれば、抗原検査や PCR 検査

で診断します。 

ぺんぎんはうすでは、医師の診察や検査を行い、一般のかぜの 

お子さまのお預かりをさせていただいてます。 

陽性になったら、どうしたらよいの？ 

発症翌日から 5日間はおうちで療養しましょう。 

また、熱が下がり、喉の痛みや咳などの呼吸器症状が軽快して 24

時間経過するまでは、外出を控えましょう。特効薬はありません。

症状に応じたお薬を処方してもらいます。 

ぺんぎんはうすでは、コロナ感染症陽性のお子さまのお預かりを

お断りしております。 

感染対策はどうしたらよいの？ 

換気、手洗い・手指消毒、受診時やラッシュ時・混雑した電車や

バスではマスクをすることが有効と言われています。 

 

 

コロナウイルス感染症が 5類に変わりました 

 


